
輸出戦略骨子のポイント
農林水産物・食品の農林水産物・食品の
輸出額を 年に５輸出額を 年に５
兆円とする目標達成兆円とする目標達成
を目指すを目指す
日本が強みを持つ産日本が強みを持つ産
品を重点品目として品を重点品目として
集中的に支援集中的に支援
海外需要に対応した海外需要に対応した
「輸出産地「輸出産地」を定めてを定めて
資金供給や技術指導資金供給や技術指導
を行うを行う
品目別、輸出先国別品目別、輸出先国別
に輸出目標の金額をに輸出目標の金額を
設定し、課題を洗い設定し、課題を洗い
出し出し

巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵

メ

モ

３
１
１
「
伝
え
る
／
備
え
る
」
次
世
代
塾
を
運
営
す
る
推

進
協
議
会
の
構
成
団
体
は
次
の
通
り
。
河
北
新
報
社
、
東
北
福
祉
大
、

仙
台
市
、
東
北
大
、
宮
城
教
育
大
、
東
北
学
院
大
、
東
北
工
大
、
宮
城

学
院
女
子
大
、
尚
絅
学
院
大
、
仙
台
白
百
合
女
子
大
、
宮
城
大
、
仙
台

大
、
学
都
仙
台
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、
日
本
損
害
保
険
協
会
、
み
ち
の
く

創
生
支
援
機
構
。

又又又又又又又又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
迄 又又又又又又又又 沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

再
建
の
光
と
影
間
近
に

心
の
復
興

置
き
去
り

懸
念

仮設住宅の暮らしや生活再建の歩み、新しい閖上の街を説明
する長沼さん

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防

災
啓
発
の
担
い
手
育
成
を
目
指

し
、
河
北
新
報
社
な
ど
が
運
営

す
る
通
年
講
座
「
３
１
１
『
伝

え
る
／
備
え
る
』
次
世
代
塾
」

第
４
期
は

月
、
第
９
回
講
座

を
名
取
市
の
閖
上
地
区
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
中
継
し
た
ほ
か
、
仙

台
市
若
林
区
の
震
災
遺
構
・
荒

浜
小
で
収
録
し
た
第

回
講
座

を
ウ
ェ
ブ
配
信
し
た
。

第
９
回
講
座
は
、
名
取
市
の

閖
上
中
央
町
内
会
長
の
長
沼
俊

幸
さ
ん

が
講
師
を
務
め

た
。
震
災
前
の
閖
上
の
光
景
や

暮
ら
し
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
昭
和
三
陸
津
波
（
１
９
３

３
年
）
の
教
訓
を
伝
え
る
石
碑

の
存
在
を
多
く
の
住
民
が
知
ら

ず
、
「
津
波
は
来
な
い
」
と
の

過
信
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
を

説
明
し
た
。

震
災
後
６
年
半
を
過
ご
し
た

市
内
の
愛
島
東
部
仮
設
団
地
を

は
じ
め
、
生
活
再
建
の
歩
み
を

振
り
返
り
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
と

マ
ッ
チ
し
な
い
災
害
救
助
法

や
、
住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
な
ど

の
課
題
を
指
摘
。
公
共
施
設
や

商
業
施
設
が
整
備
さ
れ
、
復
興

が
進
む
閖
上
地
区
の
街
並
み
と

対
照
的
に
、
被
災
者
の
心
の
復

興
が
置
き
去
り
に
な
る
こ
と
を

懸
念
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
質
疑
応
答

で
は
、
仮
設
住
宅
で
の
つ
ら
い

体
験
を
問
わ
れ
「
１
年
、
２
年

と
年
月
が
過
ぎ
て
仮
設
か
ら
出

て
行
く
人
が
い
る
と
、
残
さ
れ

た
人
た
ち
は
置
い
て
き
ぼ
り
を

食
っ
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。
特

に
高
齢
者
の
寂
し
そ
う
な
姿
を

見
る
の
が
つ
ら
か
っ
た
」
と
話

し
た
。

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
再
生
に
地

域
外
の
人
が
関
わ
る
意
義
に
つ

い
て
は
「
若
い
人
た
ち
が
話
を

聞
い
て
く
れ
る
だ
け
で
力
に
な

る
。
震
災
か
ら

年
近
く
が
た

ち
、
復
興
は
終
わ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
継
続
し
て

手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し

た
。第

回
講
座
は
、
荒
浜
小
で

案
内
役
を
務
め
る
仙
台
市
嘱
託

職
員
の
高
山
智
行
さ
ん

が

震
災
遺
構
と
地
域
の
復
興
を
テ

ー
マ
に
講
義
。
校
舎
に
刻
ま
れ

た
津
波
の
痕
跡
や
震
災
発
生
直

後
の
避
難
行
動
の
ほ
か
、
写
真

や
寄
せ
書
き
な
ど
教
室
に
残
る

児
童
、
住
民
の
思
い
出
を
紹
介

し
た
。

震
災
前
、
住
宅
が
立
ち
並
ん

で
い
た
学
校
周
辺
は
、
観
光
果

樹
園
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
が

整
備
さ
れ
る
。高
山
さ
ん
は「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着

い
た
ら
荒
浜
に
ぜ
ひ
足
を
運

び
、
体
で
被
災
地
を
感
じ
な
が

ら
、
津
波
の
脅
威
や
命
を
守
る

こ
と
、
普
段
の
暮
ら
し
の
大
切

さ
に
思
い
を
は
せ
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。

受
講
生
の
声

教
訓
を
次
世
代
へ

閖
上
の
人
が
「
津
波
が
来
な

い
町
」
と
思
い
込
み
、
被
害
が

拡
大
し
た
の
は
悲
し
い
こ
と
。

地
震
が
起
き
た
ら
津
波
に
用
心

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
再
認
識

し
ま
し
た
。
教
訓
を
次
の
世
代

へ
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
災
害
で
絶
対
に
安
全
な
場

所
は
な
い
と
心
に
と
ど
め
て
行

動
し
ま
す
。
（
東
松
島
市
・
東

北
学
院
大
２
年
・
阿
部
修
治
さ

ん
・

歳
）

関
わ
る
こ
と
大
事

長
沼
俊
幸
さ
ん
の
話
を
聞

き
、
住
民
は
閖
上
を
離
れ
た
人

も
戻
っ
た
人
も
た
く
さ
ん
の
事

情
を
抱
え
、
大
変
な
思
い
を
し

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
大
学
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
閖
上
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
世
代
が
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

（
天
童
市
・
尚
絅
学
院
大
２
年

・
加
賀
佑
香
さ
ん
・

歳
）

イ
ン
ス
タ
買
収

事
業
分
割
視
野
か
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参道彩る落ち葉
（奥州市）

奥州市・及川 文夫

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
米

国
の
複
数
の
州
と
連
邦
当
局

が
、
交
流
サ
イ
ト
大
手
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ
）
に
よ
る
写

真
共
有
ア
プ
リ
「
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
」
と
通
信
ア
プ
リ
「
ワ
ッ

ツ
ア
ッ
プ
」の
買
収
に
つ
い
て
、

独
占
禁
止
法（
反
ト
ラ
ス
ト
法
）

違
反
で
提
訴
す
る
見
通
し
と
な

っ
た
。
ロ
イ
タ
ー
通
信
な
ど
が

日
報
じ
た
。
事
業
分
割
も
視

野
に
厳
格
な
規
制
を
求
め
る
可

能
性
が
あ
る
。

当
局
側
は
、
Ｆ
Ｂ
に
よ
る
競

合
他
社
の
買
収
で
消
費
者
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
選
択
肢

が
狭
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
が
悪
化
し
た
と

み
て
い
る
。

連
邦
当
局
は
方
針
を
決
め
て

い
な
い
が
、
調
査
は
最
終
段
階

に
あ
る
。
州
当
局
は

月
上
旬

に
提
訴
す
る
方
向
で
準
備
を
進

め
て
い
る
。

司
法
省
と

州
は

月
、
グ

ー
グ
ル
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検

索
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
独
禁
法
違

反
で
提
訴
し
て
お
り
、
「
Ｇ
Ａ

Ｆ
Ａ
」
と
呼
ば
れ
る
巨
大
Ｉ
Ｔ

包
囲
網
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

る
。ワ

シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
は

「
政
府
は
、
巨
大
Ｉ
Ｔ
の
分
割

や
、
事
業
運
営
に
厳
し
い
条
件

を
課
す
可
能
性
の
あ
る
訴
訟
に

向
け
て
準
備
し
て
い
る
よ
う

だ
」
と
伝
え
た
。

Ｆ
Ｂ
は
２
０
１
２
年
に
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、

年
に
ワ
ッ
ツ

ア
ッ
プ
を
買
収
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
買
収
計
画
を
審
査
し
た
連

邦
取
引
委
員
会
（
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
は

当
時
、異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
。

Ｆ
Ｂ
は
独
禁
法
違
反
と
の
指
摘

に
対
し
、
全
面
的
に
争
う
姿
勢

を
示
し
て
い
る
。

グ
ー
グ
ル
を
巡
る
提
訴
で
司

法
当
局
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
同
社
サ
ー
ビ
ス
を
初
期

設
定
す
る
契
約
に
よ
り
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
独

占
し
、
競
合
他
社
を
排
除
し
た

と
指
摘
。
グ
ー
グ
ル
は
「
欠
陥

の
あ
る
提
訴
」
と
反
発
し
て
い

る
。
法
廷
闘
争
は
長
期
化
す
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。
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課
長
補
佐
級
女
性

％

20
年
・
国
家
公
務
員

初
の
目
標
達
成

河
野
太
郎
国
家
公
務
員
制
度

担
当
相
は

日
の
記
者
会
見

で
、
女
性
国
家
公
務
員
の
役
職

へ
の
登
用
状
況
（
今
年
７
月
時

点
）
を
発
表
し
た
。
「
国
の
地

方
機
関
課
長
・
本
省
課
長
補
佐

級
」
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が

昨
年
７
月
時
点
か
ら
０
・
７
㌽

増
え
て

・
３
％
と
な
り
、
２

０
２
０
年
度
末
ま
で
に

％
と

す
る
政
府
目
標
を
初
め
て
達
成

し
た
。
他
の
全
て
の
役
職
で
も

割
合
が
増
え
た
が
、
目
標
に
は

届
い
て
い
な
い
た
め
、
河
野
氏

は
手
法
の
見
直
し
の
必
要
性
に

言
及
し
た
。

河
野
氏
は
「
女
性
登
用
を
拡

大
で
き
る
よ
う
、
採
用
を
積
極

的
に
進
め
、
長
時
間
労
働
の
是

正
な
ど
働
き
方
改
革
に
取
り
組

み
た
い
」
と
述
べ
た
。
同
時
に
、

全
役
職
で
の
政
府
目
標
達
成
に

向
け
「
今
ま
で
と
同
じ
手
法
で

い
い
の
か
、
そ
ろ
そ
ろ
考
え
な

い
と
い
け
な
い
時
期
だ
」
と
問

題
提
起
し
た
。

女
性
の
割
合
は
、
本
省
局
長

な
ど
の
「
指
定
職
級
」
で
４
・

４
％（
昨
年
４
・
２
％
）、
「
本

省
課
長
・
室
長
級
」
５
・
９
％

（
５
・
３
％
）
、
「
本
省
係
長

級
」

・
５
％
（

・
６
％
）

だ
っ
た
。
政
府
は

年
度
末
ま

で
に
指
定
職
級
で
５
％
、
本
省

課
長
・
室
長
級
で
７
％
、
本
省

係
長
級
で

％
と
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。

内
閣
人
事
局
に
よ
る
と
、
女

性
の
登
用
は
外
務
省
、
文
部
科

学
省
、
経
済
産
業
省
、
消
費
者

庁
で
進
ん
で
い
る
。
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
や
テ
レ
ワ
ー
ク

に
よ
る
働
き
方
改
革
が
奏
功
し

て
い
る
。一
方
、国
土
交
通
省
、

警
察
庁
、
宮
内
庁
は
登
用
の
拡

大
が
遅
れ
て
い
る
。

⊂⊂⊇
∪
∪
∧⊂⊂ ∩

∪
∪

⊃

エ
コ
カ
ー
減
税

自
動
車
ユ

ー
ザ
ー
が
車
検
時
に
納
付
す

る
自
動
車
重
量
税
を
燃
費
性
能
な
ど

に
応
じ
て
減
免
す
る
制
度
。
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
燃
料
電
池
車
な
ど

は
、
購
入
時
の
初
回
車
検
と
２
回
目

車
検
時
の
納
税
が
免
除
さ
れ
る
。
よ

り
燃
費
性
能
が
低
い
ガ
ソ
リ
ン
車
な

ど
は
、
２
０
２
０
年
度
燃
費
基
準
を

ど
の
程
度
超
過
し
て
い
る
か
に
応

じ
、
減
免
措
置
が
受
け
ら
れ
る
。
減

税
幅
は
、

％
、

％
、
１
０
０
％

の
３
段
階
。

年
度
税
制
改
正
で
は
、

年
度
燃
費
基
準
よ
り
３
割
程
度
の

燃
費
改
善
を
求
め
る

年
度
燃
費
基

準
に
沿
っ
て
減
税
幅
を
決
め
る
。

２
０
２
１
年
度
税
制
改
正
で

焦
点
と
な
っ
て
い
る
エ
コ
カ
ー

減
税
‖

‖
見
直
し
の
原
案
が

日
、
判
明
し
た
。

年
度
以

降
も
延
長
し
た
上
で
、
ガ
ソ
リ

ン
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

（
Ｈ
Ｖ
）
に
つ
い
て
、
現
行
よ

り
高
い
燃
費
性
能
を
求
め
る

「

年
度
基
準
」
よ
り

％
下

回
る
燃
費
水
準
ま
で
の
車
種
を

減
税
対
象
と
す
る
。
政
府
・
与

党
は
原
案
を
軸
に
調
整
を
進

め
、
来
月

日
に
も
税
制
改
正

大
綱
を
取
り
ま
と
め
る
方
針
。

エ
コ
カ
ー
減
税
は
、
燃
費
性

能
が
良
い
ほ
ど
税
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
制
度
。
国
際
的
に
排
ガ

ス
規
制
を
導
入
す
る
動
き
が
強

ま
る
中
、
環
境
性
能
の
低
い
ガ

ソ
リ
ン
車
に
は
高
い
税
率
を
課

す
な
ど
、
ど
こ
ま
で
メ
リ
ハ
リ

の
付
い
た
税
制
に
見
直
す
べ
き

か
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
の
資
料
に
よ
る

と
、
同
基
準
を

％
下
回
る
水

準
ま
で
を
対
象
と
し
た
場
合
、

現
行
の

年
度
基
準
に
基
づ
き

減
税
対
象
と
な
る
国
内
メ
ー
カ

ー
の
主
要
車
種
は
、
ほ
ぼ
全
て

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ガ
ソ

リ
ン
車
や
Ｈ
Ｖ
は
現
在
、

％
、

％
、
１
０
０
％
と
３
段
階
の

軽
減
措
置
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、

年
度
か
ら
の
新
基
準
で

も
、
こ
の
仕
組
み
が
維
持
さ
れ

る
見
通
し
だ
。

こ
れ
に
対
し
、
減
税
対
象
車

の
厳
し
い
絞
り
込
み
を
求
め
る

財
務
省
な
ど
か
ら
は
反
発
も
予

想
さ
れ
る
。
た
だ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
再
び
急

増
す
る
中
で
、
政
府
・
与
党
内

に
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
は
厳

し
く
、
自
動
車
産
業
を
支
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
（
与
党

税
調
幹
部
）
と
、
増
税
に
否
定

的
な
声
も
強
い
。

一
方
、
よ
り
環
境
性
能
が
高

い
と
さ
れ
る
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
や
燃
料
電
池
車
、
プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｐ
Ｈ

Ｖ
）
、
天
然
ガ
ス
車
は
、
一
律

で
免
税
と
す
る
現
行
制
度
を

年
度
以
降
も
継
続
す
る
方
針
。

た
だ
、
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車（
Ｃ
Ｄ
Ｖ
）に
つ
い
て
は
、

一
律
免
税
と
な
っ
て
い
る
現
行

の
措
置
を
見
直
し
、
燃
費
性
能

に
応
じ
て
課
税
す
る
方
向
で
調

整
す
る
。

内
閣
府
は

日
、
地
方
公
務
員
に
占
め
る

女
性
の
役
職
登
用
の
割
合
を
発
表
し
た
。
２

０
２
０
年
時
点
で
、
都
道
府
県
の
課
長
級
が

・
２
％
と
な
る
な
ど
、
都
道
府
県
、
市
区

町
村
と
も
に
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
た
だ
、

政
府
目
標
の
「
指
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性

の
割
合
を

年
ま
で
に

％
程
度
」
の
水
準

に
は
一
部
を
除
き
、
達
し
て
い
な
い
。

橋
本
聖
子
男
女
共
同
参
画
担
当
相
は

日

の
記
者
会
見
で
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら

年
余
り
が
経
過

し
、
取
り
組
み
の
成
果
が
出
始
め
て
い
る
。

誰
も
が
性
別
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
活
躍
で

き
る
社
会
を
目
指
す
」
と
述
べ
た
。

年
４
月
１
日
現
在
の
都
道
府
県
の
女
性

登
用
を
役
職
別
に
見
る
と
、
部
局
長
・
次
長

級
は
７
・
０
％
、
課
長
級

・
２
％
、
課
長

補
佐
級

・
４
％
、
係
長
級

・
６
％
だ
っ

た
。
市
区
町
村
は
、
部
局
長
・
次
長
級

・

１
％
、
課
長
級

・
８
％
、
課
長
補
佐
級

・
２
％
。
係
長
級
の

・
０
％
の
み
が

％

を
上
回
っ
て
い
る
。

内
閣
府
の
担
当
者
は
「
女
性
の
採
用
自
体

は
増
え
て
い
る
。
管
理
職
に
育
つ
ま
で
に
一

定
の
期
間
は
か
か
る
が
、
道
筋
は
見
え
て
き

た
」
と
し
て
い
る
。

女性の役職登用割合
地
方
も
過
去
最
高

20
年
に

％

は
届
か
ず

万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万

20日

▽
通
過

防
衛
省
職
員
給
与
法
改
正

案
、
特
定
水
産
動
植
物
の
国
内
流
通
適
正

化
法
案
、
郵
便
法
・
民
間
事
業
者
に
よ
る

信
書
送
達
法
改
正
案
、
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
改
正
案
（
以
上
衆
院
）
、
生
殖
補

助
医
療
の
提
供
・
出
生
し
た
子
の
親
子
関

係
に
関
す
る
民
法
特
例
法
案（
以
上
参
院
）

▽
提
出

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
改

正
案
（
衆
院
内
閣
委
員
長
提
出
、
衆
院
へ
）、

交
通
政
策
基
本
法
・
国
土
強

化

き
ょ

う
じ
ん
か

基
本
法
改
正
案
（
衆
院
国
土

交
通
委
員
長
提
出
、
衆
院
へ
）
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
投
票
法
改
正
案
（
衆
院
文
部
科
学

委
員
長
提
出
、
衆
院
へ
）
、
豪
雨
被
災
者

義
援
金
保
護
法
案
（
衆
院
災
害
対
策
特
別

委
員
長
提
出
、
衆
院
へ
）
、
２
０
１
９
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
同
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
同
国
税
収
納
金
整
理

資
金
受
払
計
算
書
、
同
政
府
関
係
機
関
決

算
書
、
同
国
有
財
産
増
減
・
現
在
額
総
計

算
書
、
同
国
有
財
産
無
償
貸
付
状
況
総
計

算
書
（
以
上
、
衆
参
両
院
へ
）
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
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∪
∪
∪
∪
∪
∪

有機ＥＬ 来月発売
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パナソニックは 日、背景が透けて

見える透明な有機ＥＬディスプレーを

発表した。商業施設や美術館で背景と

組み合わせた新たな演出に使うことを

想定。液晶より薄型化が可能な有機Ｅ

Ｌを使った透明ディスプレーは中国や

韓国のメーカーが販売しているが、日

本勢としては初という。 月上旬に発

売する。

電源を切った時には透明なガラス板

のような見た目で、オンにすると少し

だけ曇り、映像を表示する。背景が透

けないようにできるモデルもある。サ

イズは 型。具体的な販売目標は明ら

かにしていない。担当者は「市場はま

だ黎
れい

明
めい

期なので、まずは商品の認知度

を広げていきたい」と話した。

パナソニックは多様なディスプレー

を手掛けており、木製の机のような見

た目と質感を持つものや、鏡にもなる

ものも開発している。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
発
売
す
る
透
明
な
有
機
Ｅ
Ｌ
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
‖

日
午
前
、
大
阪
府
門
真
市

パ
ナ

透
明
な
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
投
入

環
境
、
経
済
産
業
両
省
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
強
化
策
を
ま
と
め
た
。
家

庭
か
ら
出
る
プ
ラ
ご
み
全
般
の

一
括
回
収
を
自
治
体
に
促
す
の

が
柱
。
包
装
資
材
や
建
材
な
ど

を
大
量
に
排
出
す
る
事
業
者
に

は
新
た
に
リ
サ
イ
ク
ル
義
務
を

課
す
。
来
年
の
通
常
国
会
に
関

連
法
案
を
提
出
し
、
２
０
２
２

年
度
以
降
の
施
行
を
目
指
す
。

両
省
の
有
識
者
会
議
が

日
、
プ
ラ
ご
み
対
策
の
在
り
方

を
提
言
し
た
こ
と
を
受
け
、
法

案
作
成
作
業
を
本
格
化
さ
せ

る
。
プ
ラ
ご
み
流
出
に
よ
る
海

洋
汚
染
問
題
の
解
決
や
、

年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
目
標
達
成

に
つ
な
げ
る
狙
い
。

家
庭
か
ら
出
る
プ
ラ
ご
み
に

つ
い
て
は
、
現
行
法
で
は
弁
当

容
器
な
ど
容
器
包
装
が
リ
サ
イ

ク
ル
の
対
象
。
た
だ
義
務
で
は

な
く
、
全
国
の
約
４
分
の
１
の

市
区
町
村
は
分
別
収
集
し
て
い

な
い
。

新
制
度
で
は
歯
ブ
ラ
シ
や
バ

ケ
ツ
な
ど
も
含
め
「
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
資
源
」
と
し
て
回
収
す
る

仕
組
み
を
導
入
。
分
別
収
集
体

制
を
全
国
整
備
す
る
た
め
、
自

治
体
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も

検
討
す
る
。

排
出
事
業
者
に
対
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
義
務
に
つ
い
て
は
、
中

小
事
業
者
は
負
担
を
考
慮
し
て

対
象
外
と
す
る
方
向
だ
。

企
業
に
は
環
境
に
配
慮
し
た

商
品
づ
く
り
を
求
め
る
。
ス
ト

ロ
ー
や
ス
プ
ー
ン
と
い
っ
た
使

い
捨
て
プ
ラ
を
巡
っ
て
は
メ
ー

カ
ー
向
け
の
指
針
を
策
定
し
、

植
物
由
来
の
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
へ
の
切
り
替
え
や
軽

量
化
な
ど
の
工
夫
を
促
す
。
小

売
り
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
は
、
提
供
を
減
ら
す
な
ど
何

ら
か
の
対
策
を
求
め
る
。

年
に
国
内
で
発
生
し
た
プ

ラ
ご
み
は
８
９
１
万
㌧
。
こ
の

う
ち
、
４
６
２
万
㌧
は
事
業
活

動
に
伴
う
も
の
で
、
残
り
４
２

９
万
㌧
の
大
半
は
家
庭
ご
み
が

占
め
て
い
る
。
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官
民
フ
ァ
ン
ド

監
視
を
強
化
へ

政
府
は

日
、
業
績
が
落
ち

込
む
官
民
フ
ァ
ン
ド
の
監
視
を

強
化
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。
日
本
の
文
化
を
海
外
に
売

り
込
む
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
機

構
」
な
ど
三
つ
の
フ
ァ
ン
ド
に

対
し
、
来
年
３
月
末
ま
で
に
目

標
を
達
成
で
き
な
い
場
合
、
運

営
改
善
計
画
を
策
定
す
る
よ
う

求
め
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
投
資
環

境
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
。

財
務
省
が

日
開
い
た
財
政

制
度
等
審
議
会
（
財
務
相
の
諮

問
機
関
）
の
分
科
会
で
方
針
を

示
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
「
収

益
が
改
善
し
な
け
れ
ば
撤
退
も

視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
」
と
の

厳
し
い
指
摘
が
相
次
い
だ
。

監
視
強
化
の
対
象
と
な
る
の

は
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
機
構
の

ほ
か
「
海
外
交
通
・
都
市
開
発

事
業
支
援
機
構
」（
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
）

と
「
海
外
通
信
・
放
送
・
郵
便

事
業
支
援
機
構
」（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）。

３
フ
ァ
ン
ド
は
投
資
実
績
が
低

調
で
、
今
年
３
月
末
時
点
の
投

資
損
益
が

億
〜
２
１
５
億
円

の
赤
字
だ
っ
た
。
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⇔
⇔
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⇔

⇒

農林水産物・食品輸出

重点品を集中支援

政
府

５
兆
円
目
標
へ
戦
略

政
府
は

日
、
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た

関
係
閣
僚
会
議
を
開
き
、
実
行

戦
略
の
骨
子
を
固
め
た
。
日
本

が
強
み
を
持
つ
産
品
を
重
点
品

目
と
し
て
集
中
的
に
支
援
す
る

ほ
か
、
海
外
の
需
要
に
対
応
し

て
生
産
す
る
「
輸
出
産
地
」
を

定
め
て
資
金
供
給
や
技
術
指
導

を
行
う
の
が
柱
。
輸
出
額
を
２

０
３
０
年
に
５
兆
円
と
す
る
目

標
の
達
成
を
目
指
す
。

会
議
に
出
席
し
た
菅
義
偉
首

相
は
重
点
品
目
に
つ
い
て
「（
輸

出
先
と
な
る
）
タ
ー
ゲ
ッ
ト
国

ご
と
の
輸
出
目
標
を
設
定
し
、

実
現
の
た
め
の
手
段
を
明
確
化

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
。

年
末
ま
で
に
開
く
次
回
会
議
で

具
体
的
な
実
行
戦
略
を
示
す
よ

う
関
係
閣
僚
に
指
示
し
た
。

日
本
の
産
品
は
海
外
で
評
価

が
高
い
も
の
の

小
規
模
で
投

資
が
続
か
な
い
と
埋
没
す
る
恐

れ
が
あ
る

農
林
水
産
省
幹

部

品
目
や
産
地
を
特
定
し
て

官
民
で
投
資
を
後
押
し
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
所
得

向
上
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ

る
。重

点
品
目
は
輸
出
拡
大
が
有

望
な
和
牛
や
リ
ン
ゴ
、
ブ
リ
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。品
目
別
、

輸
出
先
国
別
に
輸
出
目
標
の
金

額
を
設
定
し
、
課
題
を
洗
い
出

す
。
輸
出
産
地
で
は
、
港
湾
や

空
港
、
物
流
施
設
の
活
用
を
検

討
。
大
規
模
化
に
向
け
た
環
境

を
整
備
し
、
輸
出
に
必
要
な
数

量
や
品
質
を
確
保
す
る
。

年
の
農
産
物
の
輸
出
額
は

９
１
２
１
億
円
だ
っ
た
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

年
度
以
降

自
治
体
に
促
す
政府

経
済
産
業
省
は

日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
下
で
も

新
卒
採
用
を
続
け
て
い
る
中

堅
、
中
小
企
業
５
０
３
社
を
公

表
し
た
。
地
域
の
魅
力
あ
る
企

業
の
リ
ス
ト
を
大
学
な
ど
に
提

供
し
、
学
生
の
就
職
支
援
に
つ

な
げ
る
。

梶
山
弘
志
経
済
産
業
相
は

日
の
閣
議
後
記
者
会
見
で
「
政

府
一
丸
と
な
っ
て
第
２
の
就
職

氷
河
期
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う

に
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
強

調
し
た
。

リ
ス
ト
は
経
産
省
が
「
地
域

未
来
け
ん
引
企
業
」
「
グ
ロ
ー

バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
」
な

ど
と
し
て
公
表
し
て
い
る
中
か

ら
、
２
０
２
０
年
度
の
新
卒
採

用
を
続
け
て
い
る
企
業
を
都
道

府
県
別
に
並
べ
た
。
東
北
６
県

は
青
森

社
、
岩
手
９
社
、
宮

城

社
、
秋
田
７
社
、
山
形

社
、
福
島

社
の
計

社
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
受
け
、
企
業

の
採
用
活
動
は
取
り
や
め
や
延

期
が
相
次
い
で
い
る
。
文
部
科

学
省
な
ど
に
よ
る
と
、

月
１

日
時
点
の
大
学
生
の
内
定
率
は

前
年
か
ら
７
㌽
下
落
の

・
８

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

採
用
継
続
の
中
小
公
表

コ
ロ
ナ
下

経
産
省

新
卒
就
職
支
援
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